
周辺建物との調和を
考え軒庇を設置

非常用進入口を
兼ねた屋外バルコニー

色調を合わせて
一体感を持たせた既存庁舎

日差しを遮る庇や
縦ルーバーを設置

信楽焼タイル

　
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

　
「
市
民
と
庁
舎
を
繋
ぐ
四
方
正
面
の
庁
舎
」

と
し
て
、「
開
か
れ
た
庁
舎
」、「
つ
ど
い
た
く

な
る
庁
舎
」、「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
」、

「
街
並
み
に
な
じ
む
庁
舎
」、「
甲
賀
ら
し
い

庁
舎
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設

計
を
行
い
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
概
要

①
建
物
概
要

【
建
設
地
】
現
水
口
庁
舎
敷
地
内

【
建
築
面
積
】
５
，２
８
５
㎡（
駐
輪
場
等
含
む
）

【
延
床
面
積
】
１
万
６
，３
３
６
㎡

（
既
存
庁
舎
等
含
む
）

【
階
数
】�

本
館
：
５
階
建（
一
部
屋
上
階
）

別
館（
既
存
庁
舎
活
用
）：
３
階
建

車
庫
・
倉
庫
棟
：
１
階
建

市
で
は
、
建
物
の
耐
震
性
や
老
朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
水
口
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、基
本
構
想
に
基
づ
く
「
甲
賀
市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計
」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
そ
の
計
画
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
設
計
に
基
づ
き
、
今
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完
了
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
庁
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
構
造
】
新
庁
舎
本
館
：
鉄
骨
造　
免
震
構
造

【
高
さ
】
約
24ｍ

②
配
置
計
画

　

新
庁
舎
は
正
方
形
を
基
本
に
、
別
館（
既

存
庁
舎
）と
並
行
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
敷
地
中
央

部
に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
来
庁
者
の
利
便

性
を
考
え
、
建
物
を
囲
む
よ
う
に
来
庁
者
用

駐
車
場
を
設
け
ま
す
。

③
断
面
計
画

　
建
物
中
央
部
に
吹
抜
を
設
け
、
自
然
採
光

や
自
然
通
風
を
確
保
し
、
明
る
く
開
放
感
の

あ
る
空
間
と
し
ま
す
。

④
環
境
計
画

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

◦
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

◦
地
中
熱
利
用
空
調

◦
雨
水
利
用

◦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
高
効
率
照
明

◦
環
境
型（
高
遮
熱
高
断
熱
複
層
）ガ
ラ
ス
な
ど

⑤
防
災
計
画

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
免
震
構
造
を
採
用
し
、
大
地
震
に
よ
る
建

物
本
体
の
損
傷
を
防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
３
階
に
災
害
対
策
本
部
室
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断

時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
自
家
発
電
機

や
非
常
用
給
水
・
排
水
設
備
の
設
置
、
災
害

対
応
型
ガ
ス
バ
ル
ク
な
ど
を
導
入
し
、
最
も

重
要
な
災
害
発
生
後
72
時
間
の
業
務
継
続
力
を

確
保
し
ま
す
。

⑥
階
構
成
・
動
線
計
画

　
市
民
の
利
用
の
多
い
、
窓
口
部
門
を
１・２

階
に
配
置
し
、
中
央
部
に
吹
抜
と
階
段
を
設

け
る
こ
と
で
、
１・２
階
と
の
つ
な
が
り
を
持

た
せ
一
体
的
な
空
間
と
し
ま
す
。
２・３
階
に

別
館
と
の
連
絡
通
路
を
設
け
円
滑
な
利
用
を

可
能
と
し
ま
す
。

⑦
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画

　
み
ん
な
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
サ
イ
ン

は
目
的
に
合
わ
せ
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム（
絵
文

字
）」
や
「
数
字
・
ふ
り
が
な
・
ロ
ー
マ
字
」

等
を
組
み
合
わ
せ
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
に
計
画
し
ま
す
。
多
目
的
ト
イ
レ
は
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト（
病
気
な
ど
が
原
因
で
人
工
肛

門
・
ぼ
う
こ
う
を
持
た
れ
て
い
る
方
）対
応
流

し
や
ベッ
ド
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
な
ど
を
設
置
し

ま
す
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

●
募
集
期
間　
２
月
３
日（
月
）～
３
月
４
日（
火
）

●
意
見
の
件
数
等　
６
人
、
19
件

市
民
説
明
会
を
開
催

　
３
月
21
日（
金
・
祝
）水
口
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
甲
賀
市
役
所
基
本
設
計（
案
）に
つ
い

て
、
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
55
人

の
市
民
の
方
々
が

ご
参
加
い
た
だ
き

活
発
な
議
論
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

※�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
老
朽
化
の
著
し
い
甲
賀
大
原
・
信
楽
の
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
甲
南
庁
舎
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
順
次
具
体
的
な
整
備
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
甲
賀
大
原

５Ｆ

４Ｆ

３Ｆ ３Ｆ

２Ｆ ２Ｆ

１Ｆ １Ｆ

別館（既存庁舎）

◆階構成及び動線

電気室

連絡通路

連絡通路

新庁舎本館

議会ゾーン

教育委員会ゾーン

危機管理・広報・秘書ゾーン 総務・総合政策部ゾーン

農業委員会・産業経済部ゾーン

市民 ・税 ・ 会計 ・ 福祉・上下水道の窓口ゾーン

人権・環境・上下水道ゾーン建設部ゾーン 会議室

市民交流・情報コーナー

会議室

ランチルーム

議場

議会ゾーン

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

階段

階段

階段

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

▼１階待合ホールイメージパース

≪地元産木材を内装材の一部に活用します≫

▲≪宿場町、城下町の歴史性をモノトーン系の色彩で表現し、和風の軒庇を設け周辺施設と調和を図ります≫　東側外観パース

市
役
所
庁
舎
整
備
基
本
設
計
が
ま
と
ま
る

問い合わせ

庁
舎
整
備
室

☎
6
5‐０
６
６
１
／

6
３‐４
５
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://www.city.koka.lg.jp

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
整
備
を
目
途
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

倉庫

事務室

会議室等

WC・機械室

共用・階段・EV

議場等

総務部

上部吹抜

上部吹抜

上部吹抜

行政情報
コーナー

階段

文書配達室 印刷室

耐火金庫 相談室

相談室

相談室

相談室

会計課

キッズ
コーナー

上下水道
お客様センター

機械室

機械室 湯沸し

守衛室
時間外窓口

銀行
窓口

伝票室

金庫室

健康福祉部

風除室

風除室

出入口

風除室
作業員
控室

震度計
置場

静養室

エントランスホール

総合案内

相談室

耐火防犯書庫

レセプト保管室 倉庫

風除室

相談室

階段

階段

EV ホール

階段

階段

授乳室湯沸し

女子トイレ

女子トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

男子トイレ

男子
トイレ

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

機械室

女子トイレ

男子トイレ

EV

EV

EV EV

市民環境部 待合コーナー

中庭

喫茶コーナー

ホール

備蓄倉庫

物品倉庫
市民交流スペース

東出入口
夜間・休日
通用口

北出入口

西出入口

壁面展示
コーナー

行政情報
案内板

自動
交付機

主出入口

（車いす対応）

中央の待合スペースに吹抜けを
設けて自然採光を取り入れま
す。

大スパンによるフレキシブルな
執務空間

待合ホールに近接してキッズ
コーナーを配置します。

別館（既存庁舎）に階段とエレ
ベーターを新設します。

東西に共用スペースを通して T
字型にカウンターを配置するこ
とで、視認性に優れた待合空間
とします。

別館（既存庁舎）に市民交流スペー
スを設け、市民の活動を支援します。
また喫茶コーナーに面して開放的な
行政情報コーナーを設けます。

別館 ( 既存庁舎 ) に非常食や毛布、
簡易トイレなどを保管し、災害時に
おいて救援物資を速やかに提供でき
る備蓄倉庫を設けます。

ストレッチャーに対応可能なエレ
ベーターの設置（20 人用）管理用
機能として荷物の搬送だけでなく、
通常時は市民が利用でき、効率的な
動線確保を図ります。
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▲１階平面図

2平成 26年 5月1日3 平成 26年 5月1日


